
チャレンジデーに参加
　毎年５月の最終水曜日に全国一斉に開かれる、住民総参加型大
規模スポーツイベント「チャレンジデー」に本店職員や各支店職
員が参加しました。
　本店、各支店ともにウォーキングを兼ねたクリーンアップ活動
を行い、心地よい汗を流しました。このうち、本店では、周辺
の歩道を約２０分かけて行いました。チャレンジデーに参加した
職員からは「ゴミも少なく、能代はきれいな街だと思いました。
ウォーキングもできたのでいい気分転換になりました」と感想
が聞かれました。今回のチャレンジデーでは、能代市の参加率は
６２．４％、藤里町の参加率は８６．５％となりました。

ＪＡあきた白神

白神ねぎのさらなる消費拡大を図る
　ねぎ部会（大塚和浩会長）は５月２９日に役員会を開き、販売計
画や活動計画を協議したほか白神ねぎを使った料理の試食会を行
いました。
　このレシピはＪＡが考案したもので、シャトー赤坂の協力のも
と白神ねぎのナムルや白神ねぎスープなど６点が出されました。
どの料理も白神ねぎをふんだんに使い、味覚・食感を楽しめるも
のとなっており、部会員からは「ねぎの味もしっかり残っていて
おいしい。簡単に調理でき自分でも作れそう」と話していました。
今回出された料理のレシピは８月頃に完成し、取引先市場や量販
店に置かれるほか、贈答用で発送する際に同封する予定です。

ねぎ部会

▲料理を試食する部会員

▲本店周辺のクリーンアップを行う職員

収穫を楽しみに野菜の苗を植える
　藤里支店では、５月２４日に藤里小学校において全校生徒を対象
に、食農教育の一環として、さつまいもや枝豆、スイカ等の植え
付け体験を開きました。
　当日はＪＡ職員３人、女性部藤里支部員５人並びに地域の畑サ
ポーターが参加しました。児童らは、職員や女性部員の手ほどき
を受けながら、全学年がさつまいもの苗を植え、その後、学年
ごとにそれぞれ違った野菜の苗を植えていきました。植え付けを
行った児童からは「さつまいもの根を折らないように、優しく植
えることができました」、「これからしっかり水をあげて、大きな
野菜を収穫したいです」といった感想が聞かれました。

藤里支店

▲全学年が一生懸命取り組みました

不祥事防止体制へ理解を深める
　今年度採用になった職員を対象に、５月３０日、コンプライアン
ス研修会を本店で開きました。この研修会は、ソーシャルネット
ワークによる情報漏えいなどの身近な法令規制を例にみながら、
コンプライアンスの基本的な考え方を理解してもらうことを目的
としています。
　研修会では、ＤＶＤでコンプライアンスについて学んだほか、
コンプライアンス態勢の確立に向け、ＪＡ職員にとってのコンプ
ライアンスとは何か、コンプライアンスマニュアルを日常的に活
用することで、公私のけじめやＪＡ職員としてあるべき姿、最低
限守るべきことなどについて理解を深めました。

企画管理課

▲コンプライアンスの重要性を確認しました

蟹座（6・22〜 7・22）　自己アピールに向いています。やってみたいことがあるなら積極的に動くとグッド。新しいことを始めるのも吉11
2018.6月号


